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第1章  野生鳥獣の生息状況等について/令和 5年度集落アンケート調査 

地区や集落単位での野生鳥獣の生息状況や農業被害等を把握し、捕獲や防除

対策等の基礎資料とすることを目的とし、集落アンケート調査を実施した。 

 

1．対象 

調査は、県内 40 市町村のうち、協力の得られた 30 市町村で実施した。 

調査対象者は、市町村との協議の上、各市町村から提供された行政区長や農

業委員等（以下、農業精通者という。）名簿に基づき決定した。 

 

2．調査方法 

アンケートは紙の調査票を郵送又は市町村からの回覧などにより直接配布

した。 

 

3．アンケート内容 

（1）集落の農家戸数 

（2）獣害問題の意識 

（3）集落の狩猟免許所持者、捕獲作業従事者数 

（4）集落内における耕作放棄地の状況 

（5）防除対策の取り組み方 

（6）ニホンジカ、イノシシ、ツキノワグマ及びその他鳥獣について 

・出没状況 

・生活被害状況 

・農業被害状況等 

 

4．アンケートの回収状況 

発送した調査票は合計 1,551 通であり、回収した調査票は 1,106 通（有効回

答率 71.3％）であった。 

市町村別の発送数及び回答数は表 1-1、回答の位置図は図 1-1 に示すとおり

である。 
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表 1-1 各市町村の発送数及び回答数 

 

 

 

※発送数 0の市町村は、未実施。 
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図 1-1 回答の位置図 
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5．集落の状況について 

集落の状況について「集落の農家戸数」、「獣害問題の意識」、「集落の狩猟免

許所持者、捕獲作業従事者数」、「集落内における耕作放棄地の状況」、「防除対

策の取り組み方」の 5つの項目について回答を得た。 

 

（1）集落の農家戸数 

集落の農家戸数についての回答を図 1-2 に示す。 

回答は「10 戸未満」、「10 戸以上～30 戸未満」、「30 戸以上」の 3つからの

選択形式とした。 

集落の農家戸数は「30 戸以上」が最も多く（54％）、次いで「10戸以上～

30 戸未満」（26％）の順となっている。 

 

 

 
 

図 1-2 集落の農家戸数 

 

  

 


